
令和６年度 多摩市立東寺方小学校  授業改善推進プラン  教科名             

 

社会科における指導の重点（身に付けさせたい力） ※学習指導要領に照らし合わせて 

ア 知識及び技能 イ 思考力、判断力、表現力等 

問題解決に必要な情報を「社会的事象の見方・考え方」に沿って読み取り、

まとめる技能を身に付ける。 

資料から必要な情報を読み取る力や社会的事象の特色や相互の関連、意

味を多角的に考える力を身に付ける。 

 

 児童・生徒の学力の状況（課題） 授業における具体的な手だて 手だての実施時期 成果検証（２月） 

第３学年 ・市内の交通（駅や街道の名前）や近隣の

市の名称、地図記号等に関する知識の定

着には個人差がある。ア 

 

・資料の特徴を捉え、分かったことや考えた

ことを表現する力が十分に身に付いてい

ない児童がいる。イ 

 

・地域探検などの体験的な学習を重視する

とともに、必要に応じて地図記号に触れる

ことで定着を図る。ア 

 

・各単元で、副読本などの資料を読み取り、考え

たことをノートに記述したり、白地図に表したり

する場面を意図的に設ける。イ 

 

通年 

 

 

 

通年 

・具体的な手だてを実践した

結果、適切な資料の読み取り

ができる児童が増えてきた。

ア 

・体験的な活動を通して興味

をもつ児童が増えた一方、資

料から読み取ったことを考え

たりノートに記述したりするこ

とにはまだ課題が残る。イ 

第４学年 ・問題解決に必要な情報を集めたり、資料

から必要な情報を見付けたりする力が身

に付いていない児童がいる。ア 

 

 

・必要な資料から適切な情報を読み取り、

自分の考えを表現することに課題がある

児童がいる。イ 

 

・調べることを焦点化し、タブレット端末を活

用して必要な情報と関連した事柄を集め

るようにする。ア 

 

 

・資料から情報を読み取る時間を確保し、

考えたことをペアやグループで説明し合

い、よりよい考えに修正させる機会を増や

す。イ 

通年 

 

 

 

 

通年 

・調べることを焦点化したこと

で、タブレット端末を活用して

調べたい情報を見付けたり、

情報を選択できたりする児童

が増えた。ア 

・ペアやグループで話し合う機

会を積極的に設けたことで、

友達の考え方を知り、自分で

も考えを表現できる児童が増

えた。イ 

第５学年 ・既習事項と関連付けながら図や資料を

読み取ったり、資料の取捨選択、必要な

情報を集めたりすることに課題がある児

童がいる。ア 

・自分の考えを発表するときには、どの資料

を根拠としているのかという点を重視して

発表させる。ア 

 

通年 

 

 

 

・自分の考えを発表する際に

根拠を明確にさせることで、

資料を活用しようとする意識

が高まった。ア 

社会科 



・資料から読み取ったことを社会的事象や

既習事項に関連付けて多角的に考える

力が不十分な児童がいる。イ 

 

・資料から読み取ったことを基に、人々の工

夫や努力、社会の動き等を考えさせる活

動を増やす。また、意見の交流を活動に取

り入れて、友達の考えと自分の考えの相

違点を確認する時間を確保する。イ 

通年 

 

・算数での学習も関連させて、

グラフや表などの資料や写真

資料に着目させたことで、広

い視点で物事を捉え、意見の

交流が活発になってきた。イ 

第６学年 ・資料情報を読み取ることは概ねできてい

るが「社会的事象の見方・考え方」を働

かせて、自分の考えをもつことに課題があ

る。ア 

・資料から読み取ったことを社会的事象や

既習事項に関連付けて多角的に考えるこ

とに課題がある。イ 

 

 

 

 

・資料を読み取る際に、課題解決に向けて

必要な情報は何か視点を明確にすること

で、見通しをもたせる。ア 

 

・学習問題に対し、「資料のどこからそう思

ったのか」問うことで、人々の工夫や努力、

社会の動き等を根拠に基づいて考えさせ

ると共に、意見交流を頻繁に取り入れるこ

とで、多角的な視点をもたせるようにする。

イ 

 

通年 

 

 

 

通年 

・ロイロノートを活用し、いくつ

かの情報に絞って提示した

り、まとめる視点を提示したり

することで、資料を読み取り、

自分の考えをもつことのでき

る児童が増えた。ア 

・めあてを明確にすることで課

題を自分事として捉えること

につながり、考えが深まった。

イ 

 

■「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に向けた一人一

台端末等 ICTの効果的な活用について 

■学習の見通しをもたせることや学習を振り返ることの工夫等、「学び 

に向かう力」の育成に向けた取組について 

３年：ロイロノートを活用して、資料を読み取ったりまとめたりする活動を行

う。自分で情報を取捨選択することで進んで学習する力を育てていく。

【重点：個別】 

４年：ICT機器で資料を提示したり、必要な情報を調べたりする場面を積極

的に設ける。【重点：個別】 

５年：ロイロノートを使い、考えの共有や比較をする場面を意図的に設定す

る。また、めあてを児童の気付きや疑問などから設定する。【重点：協

働】 

６年：調べたことを基に、ロイロノートを活用して、考えを共有することで、友

達のよいところを自分の考えに取り入れることができるようにする。【重

点：協働】 

３年：単元の初めに学習問題を設定することで、見通しをもって学習に取り

組むとともに、授業の終わりや新聞のまとめ等で振り返りを書くことで

自己の学びの深まりを認識できるようにしていく。 

４年：学んだことを自分事として考え、日常生活と関連付けて調べたり表現

したりすることができるようにする。 

5年：他の単元との関連に気付けるように促し、広い視野で社会の動きが捉

えられるようにする。また、学習感想を書かせることで、学習内容を振り

返らせる。 

６年：めあてに対するまとめを自分の言葉で書かせる。その際、授業で扱っ

たキーワードに着目させる。また、それを全体で共有する。 

 


